
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

67,387

H24への繰越額： 719,803千円

１箇所当り平均工事期間： 5.3年

99

10

23年度 24年度（見込）

・H23完了事業箇所数（防雪及び凍雪害）　2箇所

効率指標算出式
　概算事業費÷箇所数

3403

michikanri@pref.nagano.lg.jp

97 97

内　線

E-mail

担
当
課

左記以外のH23年度実績22年度

1,012,904

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・雪崩危険箇所の未対策箇所箇所について、着実に整備を進める

特記事項 ・未対策箇所3箇所について現在事業実施中（白骨：事業期間　H16～24、第2ポイント：事業区間　H20～25）

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

□　余地あり

□　余地あり□　余地なし ■　当面余地なし

□　増加事業ニーズの変化

区　分

事業改善（有効性・
効率性）の余地

■　横ばい

□　当面余地なし

□　減少

■　余地なし

・雪崩災害を防止する施設整備に対する要望は高く、必要性は
依然として高い
・道路法により道路の管理は県が行うものとされている
・事業効果の早期発現のため重点化を行い、継続して実施する

b
期待どおり

12 10

評価区分

判　定　・　説　明

雪崩危険箇所の整備率（活）

判
定
の
説
明

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
１箇所あたりの事業費

千円/
箇所

88,778 95,484

・整備率は97％、雪崩危険箇所未対策箇所の全箇所で事業進捗し、期待
どおりの成果が得られた

・雪崩危険箇所の整備率を97％とし、事業を進捗さ
せる

※H20　96％、H21　97％

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

事業実施箇所数（防雪及び凍雪害）（活） 箇所

％

673,872

千円 － － －

1,065,346

1.60 1.601.60

23年度事業費の主な内訳

千円 1,605,439 673,872

22年度 23年度 24年度（当初）

千円

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位

　概　算
　人件費

人

千円

千円

200,174 31,072

1,785,152

40,035

1,065,346 1,012,904 －

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

・積雪・寒冷地域において、雪崩・凍雪害から県民の生命と生活を守り、安全で安心できる県民生活を実現する
・県民が安心して道路を通行できるよう、冬期間の安全な道路交通を確保する

対　象 ・県の管理する道路

目指すべき姿
・積雪・寒冷地域における雪崩・凍雪害の危険性が高い箇所について、雪崩予防柵などの防雪施設や堆雪帯を設置し、冬季
間の道路交通を確保する

事業内容 ・道路防雪施設、堆雪帯の整備（地域自主戦略交付金　補助率：【国】0.618/10、【県】0.382/10）

道路法、積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法

実施方法
国庫･
県単

県が直接実施

実施期間 S31 根拠法令等

国庫補助事業

事　業　名 雪寒地域道路事業（公共）【道路管理】
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平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-09,5-09 部・課 建設部　道路管理課


